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１ 三八上北地域森林計画の変更理由

【理由１】令和５年１０月に策定された「全国森林計画」に即して、現行計画変更（令和３

年６月）以降に生じた情勢の変化や新たな施策の導入を踏まえ、下記の事項につい

て内容を見直しするものです。

〈主な変更内容〉

（１）森林の整備に関する事項（間伐に関する事項を除く）

立木の伐採（主伐）の標準的な方法について、花粉症発生源対策を加速化させる旨

を追加

（２）造林に関する事項

人工造林について、花粉症対策の加速化を図るため、花粉の少ない苗木（無花粉苗

木、少花粉苗木、低花粉苗木及び特定苗木）を植栽する旨を記載

（３）委託を受けて行う森林の施業又は経営の実施、森林施業の共同化その他森林施業の

合理化に関する事項

・森林の経営の受委託等による森林経営の規模の拡大に関する方針について、高度

な森林資源情報の整備・活用のため、航空レーザー計測について追加

・林業に従事する者の養成及び確保に関する方針について、｢青森県の林業労働力

の確保の促進に関する基本計画｣を踏まえ、若年層や女性等多様な人材の就業を

促進する旨を追加

・林産物の利用の促進のための施設の整備に関する方針について、地域の特性に応

じた体制の整備を推進する旨を記載

（４）森林の保全に関する事項

・土地の形質の変更に当たって留意すべき事項について、令和５年度の全国森林計

画の改正で許可が必要とされる面積が引き下げになった旨を記載

・宅地造成及び特定盛土等規制法（盛土規制法）に基づく災害の防止について追加

【理由２】令和５年１０月に策定された「全国森林計画」に即して伐採立木材積、間伐

面積及び造林面積の計画量を見直すものです。

【理由３】六戸町及び六ヶ所村において、林地開発許可を受けた開発行為の完了に伴

う、転用区域の地域森林計画対象森林から除外による森林面積の減が生じたも

のです。

【理由４】効率的な森林経営及び森林の適切な維持管理を推進するため、林道計画を一

部変更する必要が生じたものです。
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２ 三八上北地域森林計画の変更内容

Ⅱ 計画事項

第１ 計画の対象とする森林の区域【理由３】

三八上北地域森林計画の対象とする森林面積は次のとおりです。

市 町 村 名 面 積(ha) 備 考

計 画 区 総 数 １０９，５２７

八 戸 市 １０，１１１

三八地域県民局

地域農林水産部管内 三 戸 町 ８，１７１

五 戸 町 ９，２５６

田 子 町 ９，６２８

南 部 町 ７，６２３

階 上 町 ５，３６４

新 郷 村 ８，５１２

十 和 田 市 １９，４７２

上北地域県民局

地域農林水産部管内 三 沢 市 １，７６９

野 辺 地 町 ３，２８７

七 戸 町 ７，６０１

六 戸 町 ２，５０２ 3.97ha減

横 浜 町 ３，０３１

東 北 町 ７，６９３

六 ヶ 所 村 ４，２２７ 2.81ha減

おいらせ町 １，２７３
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注１ 計画の対象とする森林の区域は、森林計画図において表示する区域の民有林とします。

２ 単位未満を四捨五入しているため、総数と内訳の合計は一致しない場合があります。

３ 地域森林計画の対象となる民有林（次の①の事項については保安林及び保安施設地区の区域内の森林並

びに海岸法（昭和31年法律第101号）第３条の規定により指定された海岸保全区域内の森林を除き、次の

③の事項については保安林及び保安施設地区の区域内の森林を除く。）は、①～③までの事項の対象とな

ります。

①森林法第10条の２第１項に規定する開発行為の許可

②森林法第10条の７の２第１項に規定する森林の土地の所有者となった旨の届出

③森林法第10条の８第１項に規定する伐採及び伐採後の造林の届出

４ 森林計画図の閲覧場所は、青森県農林水産部林政課、三八地域県民局地域農林水産部（三八管内分）

及び上北地域県民局地域農林水産部（上北管内分）です。

第３ 森林の整備に関する事項【理由１】

１ 森林の立木竹の伐採に関する事項（間伐に関する事項を除く）

（１）立木の伐採（主伐）の標準的な方法に関する指針

立木の伐採のうち主伐については、更新を伴う伐採であり、その方法については

皆伐又は択伐によることとします。

主伐に当たっては、森林の有する公益的機能の発揮と森林生産力の維持増進に配

慮して行うものとし、伐採跡地が連続することのないよう、伐採跡地間には、少な

くとも周辺森林の樹高程度の林帯を確保するとともに、伐採対象とする立木につい

ては、標準伐期齢以上を目安として選定することとします。

また、花粉の発生源となるスギ等の人工林の伐採・植替え等を推進するほか、伐

採後の適確な更新を確保するため、あらかじめ適切な更新の方法を定め、その方法

を勘案して伐採を行うこととします。

特に伐採後の更新を天然更新による場合には、天然稚樹の生育状況、母樹の保

存、種子の結実、周辺の伐採跡地の天然更新の状況等に配慮することとします。

なお、自然条件が劣悪なため、更新を確保するための伐採の方法を特定する必要

がある森林における伐採方法については、択伐等適確な更新に配慮することとしま

す。

さらに、林地の保全、雪崩及び落石等の防止、風雪害等の各種被害の防止、風致

の維持並びに渓流周辺及び尾根筋等の森林における生物多様性の保全等のため必要

がある場合には、所要の保護樹帯を設置することとします。

また、集材に当たっては、「主伐時における伐採・搬出指針の制定について｣（令

和３年３月16日付け２林整整第1157号林野庁長官通知）を踏まえ現地に適した方法

により行うこととします。

なお、立木の伐採（主伐）の標準的な方法は、市町村森林整備計画において立木

の伐採（主伐）を行う際の規範として定めることとします。

ア～イ （略）
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２ 造林に関する事項

（１）人工造林に関する指針

ア 人工造林の対象樹種に関する指針

人工造林については、植栽によらなければ適確な更新が困難な森林や公益的機

能の発揮の必要性から植栽を行うことが適当である森林において行うこととしま

す。人工造林をすべき対象樹種の選定に当たっては、適地適木を基本とし、地域

の自然条件、樹種の特質、種苗の需給動向、新たな施業技術等を勘案し、健全な

森林の成立が見込まれる樹種を選定することとします。

また、ヒバなどの郷土樹種や広葉樹などの多様な造林を進めるとともに、無花

粉苗木や少花粉苗木、低花粉苗木及び特定苗木などの花粉の少ない苗木の供給体

制の整備等によりその増加に努めることとします。

なお、人工造林の対象樹種は、市町村森林整備計画において人工造林を行う際

の樹種の選択の規範として定めることとします。

６ 委託を受けて行う森林の施業又は経営の実施、森林施業の共同化その他森林施業

の合理化に関する事項

（１）森林の経営の受委託等による森林経営の規模の拡大及び森林施業の共同化に関す

る方針

ア 森林の経営の受委託等による森林経営の規模の拡大に関する方針

森林の経営の受委託等により森林経営の規模拡大を図るため、不在村森林所有

者を含む森林所有者等への普及・啓発活動を強化し、森林施業の委託を推進する

ものとし、森林施業や森林の経営の受託等を担う森林組合等林業事業体に対する

経営方針の明確化、経営管理・施業の合理化、経営基盤の強化を促進することと

します。

また、森林組合等林業事業体に対して、航空レーザ計測等により整備した森林

資源情報の提供及び公開並びに助言、あっせん等を行うことで、森林経営の受委

託を推進することとします。

イ～ウ 省略

（３）林業に従事する者の養成及び確保に関する方針

本県が定める｢青森県の林業労働力の確保の促進に関する基本計画｣を踏まえ、若

年層や女性等多様な人材の就業を促進するとともに、就業前に森林・林業に関する

基礎的知識や技術を習得させるための研修「青い森林業アカデミー」を実施し、将

来的に林業事業体等の中核となり得る現場技術者を養成します。

（５）林産物の利用促進のための施設の整備に関する方針

素材生産業者等から木材製造業等に至る木材の安定的取引関係の確立のため、地

域の特性に応じた原木需給システムを構築するとともに、低コストかつ品質や性能

が明確で、需要者のニーズに即した木材製品を安定的に供給でき加工機械や乾燥機

等の整備を推進することとします。
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第４ 森林の保全に関する事項【理由１】

１ 森林の土地の保全に関する事項

（３）土地の形質の変更に当たって留意すべき事項

林地の保全に支障を及ぼさないよう森林の適正な保全と利用との調整を図るこ

ととし、地域における飲用水等の水源として依存度の高い森林や安全で潤いのあ

る居住環境の保全及び形成に重要な役割を果たしている森林の他用途への転用

は、極力避けることとします。

また、土石の切取り、盛土を行う場合は、気象、地形及び地質等の自然条件、地

域における土地利用、森林の現況、土地の形質の変更の目的及び内容を総合的に勘

案し、実施地区の選定を適切に行うとともに、土砂の流出又は崩壊、水害等の災害

の発生をもたらし、又は地域における水源の確保、環境の保全に支障を来すことの

ないよう、その態様に応じ、法面の緑化、土留工等の防災施設及び貯水池等の設置

並びに環境の保全等のための森林の適正な配置等、適切な措置を講じることとしま

す。特に、再生可能エネルギーの導入拡大により増加している太陽光発電施設の設

置に当たっては、太陽光パネルによる地表面の被覆により雨水の浸透能や景観に及

ぼす影響が大きいことから、開発行為の許可基準（1.0ha,太陽光発電設備の設置に

伴う開発行為の場合は0.5haを超える規模で開発行為を行う場合は、青森県知事の

許可が必要）の適正な運用を行うとともに、地域住民の理解を得るための取組の実

施などに配慮するよう事業者を指導することとします。

加えて、盛土等に伴う災害を防止するため、宅地造成及び特定盛土等規制法（昭

和36年法律第191号）に基づき指定する規制区域の森林の土地においては、谷部等

の集水性の高い場所における盛土等は極力避けるとともに、盛土等の工事を行う際

の技術的基準を遵守させるなど、制度を厳正に運用します。

第６ 計画量等【理由２、４】

１ 伐採立木材積【理由２】 単位 材積：千㎥

総
　
数

針
葉
樹

広
葉
樹

総
　
数

針
葉
樹

広
葉
樹

総
　
数

針
葉
樹

広
葉
樹

3,551 3,189 362 1,873 1,511 362 1,678 1,678 －

前半５ヶ年
の計画量

1,674 1,495 179 763 584 179 911 911 －

　総　数

区　分 総　数 主　伐 間　伐
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（今期計画の考え方）

変更後の全国森林計画に即して、主伐と間伐を併せた伐採量を前期計画と比較し11％

減としています。

２ 間伐面積 【理由２】 単位 面積：ha

（今期計画の考え方）

今期計画は､上記伐採立木材積（間伐）をヘクタール当たりの平均伐採材積量（間伐）

で除した値としています。

間伐面積

25,625

前半５ヶ年の計画量 13,919

区　分

　総　数
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３ 人工造林及び天然更新別の造林面積【理由２】 単位 面積：㏊

（今期計画の考え方）

変更後の全国森林計画に即して、伐採計画の増加や人工造林跡地における造林未済地

の増加を考慮し、前期計画と比較し、人工造林については41%の増としています。天然更

新は実績等をふまえ、計画量を43％増とします。

人工造林 天然更新

9,146 2,023

前半５ヶ年の計画量 5,211 1,458

区　分

　総　数

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

人工造林 天然更新

(1368)

(906)

3693

1018

5,211

1,458 

(ｈａ)
(参考：前期実績) 変更前計画 変更後計画

造林変更計画
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４ 林道の開設又は拡張に関する事項【理由４】【一部変更】

［開設］

開設
拡張

種類 区分 位置 路線名
延長及び
箇所数

利用区域
面積

前半５カ年
の計画箇所

対図番号 備考

八戸市 笹子 3.4 37 １－１

〃 和山 3.2 31 １－２

小計 2路線 6.6 68 箇所

五戸町 大片貝 2.0 116 １－３

〃 大工窪 2.0 286 １－４

〃 石ヶ沢 1.0 8 １－５

〃 地蔵沢 3.6 59 １－６

小計 4路線 8.6 469 箇所

田子町 遠瀬比良根 2.0 225 １－７

〃 岸萩相内沢 2.0 77 １－８

〃 大坊向 2.4 62 １－９

〃 茂市桜舘 2.4 75 １－１０

〃 大和田 1.6 35 １－１１

〃 細野深山 4.5 42 １－１２

〃 獅々内蝦夷 3.6 34 １－１３

〃 川代線 0.9 45 １－１６

〃 甲地線 0.8 40 １－１７

〃 相米線 0.6 30 １－１８

小計 10路線 20.8 665 箇所

南部町 内の沢 12.2 225 １－１９

〃 志民 10.4 77 １－２０

〃 大渡 7.4 62 １－２１

〃 獅子鼻 5.6 75 １－２２

〃 梨子ノ木・下米内 21.1 35 １－２３

〃 二又 4.4 42 １－２４

小計 6路線 61.1 516 箇所

新郷村 宿ノ沢 12.1 55 １－２５

〃 赤萩 4.4 35 １－２６

〃 間木ノ平 2.2 20 １－２７

〃 平子沢 3.3 25 １－２８

〃 沼久保 7.3 120 １－２９

〃 向落合 2.2 71 ○ １－３０ 追加

6路線 31.5 326 1箇所

小計 5路線 29.3 255 箇所

開設 自動車道

単位　延長km、面積：ha

開設 自動車道

開設 自動車道

開設 自動車道

開設 自動車道
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［開設］

開設
拡張

種類 区分 位置 路線名
延長及び
箇所数

利用区域
面積

前半５カ年
の計画箇所

対図番号 備考

開設 自動車道 野辺地町 土場川 0.9 22 ○ ２－３１

〃 馬門 2.0 44 ○ ２－３２

林業専用道 〃 獅子沢 1.6 66 ○ ２－３３

〃 春木場沢 1.0 113 ○ ２－３４

〃 数牛 2.1 156 ２－３５

〃 第３槻ノ木 2.0 35 ２－３６

小計 6路線 9.6 436 4箇所
開設 自動車道 七戸町 第２銀杏木 3.0 128 ○ ２－３７

〃 第４山館 0.7 24 ○ ２－３８

〃 山館天間 10.0 700 ○ ２－３９

〃 鷹ノ巣 2.0 90 ○ ２－４０

〃 第２僧ガ杜 2.6 130 ○ ２－４１

〃 上原子 0.8 56 ○ ２－４２

〃 堰代 1.0 89 ○ ２－４３

〃 第２卒古沢 0.9 105 ○ ２－４４

〃 三ノ沢 0.9 48 ○ ２－４５

〃 第２山館天間 10.0 650 ○ ２－４６

〃 第５野左掛 4.0 106 ２－４７

〃 第３道地 3.5 86 ２－４８

〃 第５山館 2.3 60 ２－４９

〃 第６山館 3.5 75 ２－５０

〃 道地 1.7 43 ２－５１

〃 道地川 1.6 40 ２－５２

〃 第２唐松 1.7 40 ２－５３

〃 第３銀杏木 1.8 34 ２－５４

〃 西野 1.8 33 ２－５５

〃 槻木沢 1.4 33 ２－５６

小計 20路線 55.2 2,570 10箇所
開設 自動車道 六戸町 内山 0.9 25 ○ ２－５７

〃 四木 0.8 13 ○ ２－５８

〃 高舘 0.9 32 ○ ２－５９

小計 3路線 2.6 70 3箇所
開設 自動車道 横浜町 上イタヤノ木 1.7 97 ○ ２－６０

〃 大沼 1.2 55 ○ ２－６１

〃 長下 1.6 22 ○ ２－６２

小計 3路線 4.5 174 3箇所
開設 自動車道 東北町 柵 1.6 116 ○ ２－６３

〃 枋木 2.0 98 ○ ２－６４

〃 長者久保 1.1 45 ○ ２－６５

〃 乙供 0.9 31 ○ ２－６６

〃 蓼内 0.9 59 ○ ２－６７

小計 5路線 6.5 349 5箇所

95路線 292.3 10,220 30箇所

94路線 290.1 10,149 29箇所

十和田市 第２長根 8.4 567 ○ ２－６８

〃 湯ノ台 3.4 250 ○ ２－６９

〃 第３長根 2.0 329 ２－７０

小計 3路線 13.8 1,146 2箇所

3路線 13.8 1,146 2箇所

開設
（改築）

自動車道

開設（改築）計

開設計

単位　延長km、面積：ha
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［拡張（改良）］

開設
拡張

種類 区分 位置 路線名
延長及び
箇所数

利用区域
面積

前半５カ年
の計画箇所

対図番号 備考

拡張(改良) 自動車道 八戸市 第３安藤 1 44 拡１－１

小計 1路線 1 44 箇所
拡張(改良) 自動車道 三戸町 大羽沢 5 56 拡１－２

〃 山端 2 123 拡１－３

〃 野瀬新田 7 180 拡１－４

小計 3路線 14 359 箇所
拡張(改良) 自動車道 南部町 長谷 5 217 拡１－７

〃 第２土山 4 147 拡１－８

〃 矢立 3 41 拡１－９

〃 栗ノ木沢 6 41 拡１－１０

〃 長谷 3 217 拡１－１１

〃 相西 3 60 拡１－１２

〃 広場 3 67 拡１－１３

〃 坊守沢 3 109 拡１－１４

〃 夏井沢 4 105 拡１－１５

小計 9路線 34 1,004 箇所
拡張(改良) 自動車道 階上町 寺下土折 5 1,896 拡１－１６

〃 第二田代 2 103 ○ 拡１－２８

小計 2路線 7 1,999 1箇所
拡張(改良) 自動車道 新郷村 二ノ倉 1 345 ○

小計 1路線 1 345 1箇所
拡張(改良) 自動車道 十和田市 大畑 5 200 ○ 拡２－１

〃 第１大平 10 455 ○ 拡２－２
〃 月ノ沢 4 177 ○ 拡２－３
〃 中屋敷 3 113 ○ 拡２－４
〃 䕃ヶ沢 2 75 ○ 拡２－５
〃 長下 3 137 ○ 拡２－６
〃 柏木 5 249 ○ 拡２－７
〃 小増沢 3 138 ○ 拡２－８
〃 切田 2 93 ○ 拡２－９
〃 深持 4 277 ○ 拡２－１０
〃 夏間木 3 167 ○ 拡２－１１
〃 高森山 2 109 ○ 拡２－１２
〃 第２高森山 2 76 ○ 拡２－１３
〃 第１梅山 1 25 ○ 拡２－１４
〃 第２梅山 1 13 ○ 拡２－１５
〃 倉手 2 153 ○ 拡２－１６
〃 森ノ越 2 110 ○ 拡２－１７
〃 湯ノ台 5 250 ○ 拡２－１８
〃 沼ノ台 4 398 ○ 拡２－１９
〃 片渕川 4 250 ○ 拡２－２０
〃 猿倉 5 275 ○ 拡２－２１
〃 西の沢 6 195 ○ 拡２－２２
〃 林ノ上 4 302 拡２－２３
〃 色内 2 567 拡２－２４
〃 長沢 2 65 ○ 拡２－２５
〃 山屋 2 87 拡２－２６
〃 滝ノ沢 4 35 ○ 拡２－２７
〃 第２高間木 2 44 拡２－２８
〃 長根 1 115
〃 第２長根 1 567
〃 舘 1 14
小計 31路線 97 5,731 24箇所

拡張(改良) 自動車道 野辺地町 寺ノ沢 1 75
〃 萠出 2 108
小計 2路線 3 183

拡張(改良) 自動車道 七戸町 長久保 3 96 ○ 拡２－２９
〃 上田唐松 3 1,052
〃 八栗平 2 115
〃 銀南木 1 38
小計 4路線 9 1,301 1箇所

拡張(改良) 自動車道 東北町 清水目板割 7 3,376 拡２－３０
〃 添ノ沢 1 100
〃 町民の森 1 43
小計 3路線 9 3,519 箇所

拡張（改良）計 56路線 175 14,485 27箇所

単位　箇所数：箇所、面積ha
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［拡張（舗装）］

開設
拡張

種類 区分 位置 路線名
延長及び
箇所数

利用区域
面積

前半５カ年
の計画箇所

対図番号 備考

拡張(舗装) 自動車道 八戸市 上野坂 2.8 82 拡１－１８

小計 1路線 2.8 82 箇所
拡張(舗装) 自動車道 三戸町 高堂 0.5 381 拡１－１９

小計 1路線 0.5 381 箇所
拡張(舗装) 自動車道 南部町 南沢山 3.8 154 拡１－２１

〃 第２土山 3.7 147 拡１－２２

〃 長谷 0.7 217 拡１－２３

〃 広場 2.7 67 拡１－２４

〃 坊守沢 3.9 109 拡１－２５

小計 5路線 14.8 694 箇所
拡張(舗装) 自動車道 階上町 寺下土折 1.1 1,896 拡１－２６

小計 1路線 1.1 1,896 箇所
拡張(舗装) 自動車道 新郷村 木ノ間 1.0 265 拡１－２７

小計 1路線 1.0 265 箇所
拡張(舗装) 自動車道 十和田市 一本松 1.0 19 ○ 拡２－３１

〃 長沢 2.0 65 ○ 拡２－３２

〃 沼ノ台 6.5 398 ○ 拡２－３３

〃 色内 5.4 567 ○ 拡２－３４

〃 第２長根 7.8 567 拡２－３５

〃 段ノ台 0.5 47 拡２－３６

〃 川台 0.5 146 拡２－３７

〃 第２高間木 2.0 44 拡２－３８

〃 湯ノ台 2.9 250 拡２－３９

〃 猿倉 3.4 275 ○ 拡２－４０

〃 西の沢 3.4 195 ○ 拡２－４１

小計 11路線 35.4 2,573 6箇所
拡張(舗装) 自動車道 七戸町 山館天間 9.0 700 ○ 拡２－４２

〃 第２山館天間 9.0 650 ○ 拡２－４３

小計 2路線 18.0 1,350 2箇所

22路線 73.6 7,241 8箇所
※　区分欄の空白は「林道」です。

拡張（舗装）計

単位　延長：km、面積：ha






